
































































































































































た め が い
米開裕
ゆ う き
樹、稲村小夜子、下山　茉紀、中村　圭吾、船山　道隆、
北岡　清吾
【はじめに・目的】総合病院内の精神科病棟である当病棟には,身体的な疾患で
他科に入院していた患者がせん妄を発症し,対応困難で転科となる.その殆どが
身体拘束を実施されていた事例である.当病棟では行動制限最小化の取り組み
により,可能な限り身体拘束を排除した治療を行っているため入院直後,もしく
は早い時期から身体拘束を解除している.今回せん妄スケールで数値化した評
価を行うことで,身体拘束がせん妄に与える影響を明らかにし,当病棟における
せん妄に対するケアの成果を可視化することを目的とした.
【対象・方法】2015年4月から2016年3月までにせん妄と診断され,当科入院前に
身体拘束をしていた患者6例を対象にDRS-R-98スコアシートを用いて拘束開始
直前,拘束開始後1週間,拘束解除後1週間,当科退院時の４つの機会での測定を電
子カルテより後方視的に行い分析を行った.
【結果】DRS-R-98スコアシートの測定値の平均を抽出した結果,拘束開始直前9.3 ,
拘束開始後1週間20.8,拘束解除後1週間9.0,退院時0という結果がみられた.拘束開
始後には測定値の上昇がみられ,拘束解除後には低下している.拘束実施する事に
よりせん妄症状は悪化し,解除する事でせん妄症状が緩和している結果が出た.
【考察】本研究では拘束解除がせん妄の改善に繋がる結果が出た.せん妄の改善
を促すためには身体拘束を実施せず,患者の自由度を高める取り組みが必要で
あると考えられるが,残念ながら入院治療を続けるために身体拘束をせざるを
得ない場面はある.当病棟は保護室を有する精神科閉鎖病棟という特殊な環境
と,興奮した患者の対応に熟知した看護師がいる事が,身体拘束の解除を実現す
るにあたり有利な環境であると考える.今回の結果をせん妄ケアの成果として
だけではなく当病棟の存在意義に繋がる結果として捉え,総合病院内の精神科
病棟のあり方を検討する際の一助としたい.
